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民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
い

て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
非

常
勤
の
地
方
公
務
員
」
で
す
。

各
地
区
で
地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
よ

き
「
相
談
相
手
」、ま
た
は
相
談
者
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
専
門
機
関
と
の

「
橋
渡
し
役
」と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児

童
委
員
を
兼
ね
て

い
ま
す
。
市
内
で

は
、
約
３
９
０
人

の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

富
士
郡
蓼
原
村
に
生
ま
れ
た
笠
井
信
一

さ
ん
は
、
同
村
の
三さ

ん
省せ

い
舎し

ゃ
（
現
在
の
富
士

第
一
小
学
校
）
や
東
京
帝
国
大
学
（
現
在

の
東
京
大
学
）
な
ど
で
学
ん
だ
後
、
内
務

省
に
入
省
。
そ
こ
で
人
々
の
生
活
に
関
わ

る
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

各
地
方
の
県
知
事
を
歴
任
し
、
岡
山
県

知
事
を
務
め
て
い
た
頃
、
大
正
天
皇
か
ら

の
ご
質
問
を
き
っ
か
け
に
、
笠
井
さ
ん
は

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
々
が
岡
山
県
内
に

ど
の
程
度
い
る
の
か
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
。
そ
こ
で
約
1
割
の
人
が
、
様
々
な
理

由
で
生
活
困
難
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
笠
井
さ
ん
は
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
、
社

会
奉
仕
の
心
を
持
っ
た
人
た
ち
と
協
力
し
て
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
の
手
助
け
を
す
る

制
度
を
創
設
。
こ
れ
が
現
在
の
民
生
委
員

制
度
の
礎
と
な
っ
た
「
済さ

い
世せ

い
顧こ

問も
ん
制
度
」

で
す
。

　
今
で
は
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
笠
井
さ

ん
は
「
民
生
児
童
委
員
の
父
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
決
ま
っ
た
担
当
地
域
は
持
た
ず
、
子
ど

も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担

当
し
ま
す
。
学
校
や
児
童
福
祉
機
関
な
ど

と
の
連
絡
調
整
や
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
連
携
し
て
の
子
育
て
支
援
や
健
全
育

成
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で

は
、
約
40
人
の
主
任
児
童
委
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

主
任
児
童
委
員
と
は
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地域の身近な相談相手

民生委員・児童委員は地域の身近な相談相手として、子育ての悩みや独り暮らし
をしている高齢者の心配事など様々な問題を解決するお手伝いをします。

民生委員 · 児童委員に
ご相談ください

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
に
は
、
民
生
委
員
法
な
ど
に
基
づ
く
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

守
秘
義
務

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

地域福祉活動
配食サービスなどによる高
齢者の確認、小・中学生の登
下校時の見守り、学校行事へ
の参加や子育てサロンへの協
力などを行っています。

関係機関との連携
地域の高齢者や子育て世帯
からの相談について、行政・
地域包括支援センター・学校
などと連携し対応しています。

各地区委員が
部会で交流

各地区の委員が参加する部
会で、活動に関する情報交換
や研修会を実施しており、自
己研さんと委員同士の交流の
場となっています。

相談・支援活動
各委員は、個々の活動とし
て、担当区域内の高齢者の見
守りや支援、子育てに関する
相談に対応しています。必要
に応じて、専門機関への橋渡
しや福祉サービスなどの情報
提供を行っています。

地区定例会
毎月１回、地区の民生委
員・児童委員、主任児童委員、
関係機関職員（行政、社会福
祉協議会、地域包括支援セン
ターなど）による定例会を開
き、関係機関からの情報提供
や委員間での事例研修などを
行っています。

研修会
毎年、全員研修会や１期目
委員・中堅委員・役員委員な
ど、それぞれの立場に合わせ
た研修を実施しています。

笠井　信一さん
（1864年−1929年）

「
民
生
児
童
委
員
の
父
」
と
呼

ば
れ
て
い
る「
笠
井
信
一
さ
ん
」

は
、
富
士
市
出
身
で
す
。


